
 

 

平成25年度前学期授業アンケート結果の 

公表に係る「自由記述欄」の記載（抽出） 

 

 

 

 

大 学 院 

 

 
 



経済・ビジネス研究科 

１．大学院の授業科目及び研究指導科目（演習、特別研究、特殊研究等）で興味深かった点、役に立った点、進路選択との関連性について書いて下さい。 
 

 

・「経営管理研究」の授業は、発表及び質問形式で、日本型人事制度に関する知識の勉強がなされた。 

・旅行に関心があるということで、観光学を専攻し多くの知識を得た。また、「経営学」の授業を学ぶことにより、企業の経営に関する知識が将来の仕事に役立

つことが分かった。 
・土井先生担当の「国際経済」の授業は先生自らの経験を通してのもので、授業のみならず授業以外海外の知識も勉強できた。 
・「経営情報研究」という授業を受講し、この授業で「Ｆｘ」を通じて、外国為替証拠金取引の知識を得、授業の内容は本当におもしろかったし、将来に自分が

Ｆｘをやる時に役に立つと思う。将来は日本での就職を考えているので、日本語の上達に努力したい。大学院の授業で先生が私たちに本を読ませることが多い

ということは大変いいことだと思うし、日本語の上達には役に立っている。 
・大学院の授業の知識はいっそう専門的であるがシステム的になされていている。私達は書物のうえの知識を勉強し、それを用いて発表する能力を身につけてい

る。授業中において、私達は直接教授と学術上の討論を行い、意見を交換することができることが大変良い。昆先生の授業は丁寧で、幅広い知識をもって対応

していただいており、やさしい先生と思っている。 
・現在、「中国企業の内部統制」について研究しています。金川先生と昆誠一先生の指導を受けています。授業中に、先生たちは、会計不正やリスク管理や会計

監査について、私にいろいろな知識を与えていただいているので、将来、会計士になるには大変役に立つと思っています。 
・「観光学」の科目は楽しかった。将来、ホテルや観光関連の企業に就職したいので役に立っている。 

・「経営管理」に関する科目からも多くの知識を得られ助かっている。 

・「国際経済」の先生の授業が面白しく、楽しながら勉強を行っている。ほかの授業もいろんな知識を得ることに役立ちました。ありがとうございます。 

・「Ｄｅｎｇ Ｘｉａｏｐｉｎｇ ａｎｄ ｔｈｅ Ｔｒａｎｓｆｏｒｍａｔｉｏｎ ｏｆ Ｃｈｉｎａ」を勉強しました。この本はエズラ・Ｆ・ヴォーゲル教

授が2011年に出版したものである。英語と日本語の勉強に大変役立ちました。 
・前期は、トラン・ヴァン・トウの「ベトナム経済発展論」を勉強しました。経済発展と体制移行の歴史的視点、移行経済の理論、歴史的観点から見たベトナム

の体制移行、ドイモイの形成と展開過程、の勉強は大変役に立った。 
・大学院の授業科目、研究指導科目がすべて、興味深かった。特に川畑先生の授業について、授業内容も時代の変容に併せてなされ、すなわち現在金融市場とＦ

ｘの活用手段などの習得が非常に役に立った。今後の進路選択も把握しやすくなった。 
・Ｆｘの授業において、為替についていろいろな知識を習ったが、少し物足りなかった。もっと為替についての詳細な内容を習いたかった。しかしながら、将来、

私は為替関連の仕事に従事したいので、今の「経営情報研究」という科目は役に立つと思う。 
・川畑先生の研究室に入り、ＦＸの知識の勉強を通じて、昨年からＦＸの実際を行っています。授業は楽しかったし、知らない知識を先生に尋ねることによって

理解することが出来た。 
・私は川畑教授の下でＦｘについて研究している。Ｆｘとは外国の通貨を売買して利益を出す取引のことで、卒業後、銀行や金融機関で就職したいと考えている。 
・税理士試験を受験していることもあり、財務会計の講義はとても役に立っている。また、論文指導は熱心にやって頂き、感謝している。 
・大学院の授業科目を通じて日本語の上達とともに、論文作成に役に立つと思っている。 



２．大学院の授業科目及び研究指導科目の改善すべき点、問題点を科目名と共に書いて下さい。また、効果が薄いと思われるので、改善して欲しい取り組みなど

について、建設的な意見を書いて下さい。 
 

 

・今、勉強しているＦＸはすべて教科書の内容であるので、もし自分で為替をやれば、不十分と感じている。それゆえ、実践的な内容を勉強していけば、将来、

自信がある卒業生として活躍できると思う。 
・「観光学」の授業は教科書以外の実践的なことを教授していただけることを望む。 

・「広告」に関する授業があればと思っているし、さらに多くの科目を選択できるようになればと思っている。 

３．教室設備、研究機器、授業環境などについて、お気づきの点があれば具体的に（号館、教室、座席等）に書いて下さい。 
 

 

・自動販売機を９階若しくは１０階にも設置してほしい。 
・学生の自習室は設備の充実がなされていないように感じる。 

 



工学研究科 

１．大学院の授業科目及び研究指導科目（演習、特別研究、特殊研究等）で興味深かった点、役に立った点、進路選択との関連性について書いて下さい。 

 

・学外での実物を見ながらの説明は、より理解が深まり、後輩にも履修するよう勧めようと思った。 

・先生の会社員時代の話や、様々な企業が今取り組んでいる研究・開発の話をまじえた講義で良かった。 

・単々と授業を進めるのではなく、理解できないであろう所は反応を見て、一から説明があるので助かった。 

・将来の就職に繋がる内容を学ぶことができ、とても有意義な授業だった。 

・専門性の高い内容であったが、基礎から教えてもらえたので、大変勉強になった。 

・実験や自主学習など、自分の積極性が必要となる場面が多く、自分の身の丈を知ることができて良かった。 

・科学の基礎知識から生活の応用まで、幅広く学ぶことができた。 

・自分の研究分野だけに限らず、他の分野の授業もたくさん受講できたので、大変有意義であった。 

・他大学の先生の授業なので他大学の研究内容等がわかり参考になった。 

・全体を通して研究内容と授業内容は共通する点が多く、少人数のため意見交換を行いやすかった。 

２．大学院の授業科目及び研究指導科目の改善すべき点、問題点を科目名と共に書いて下さい。また、効果が薄いと思われるので、改善して欲しい取り組みなど

について、建設的な意見を書いて下さい。 

 

・意見をすぐに論破し、納得していないのに授業を進める先生がいるが、もっと議論がしたいし、議論する練習がしたい。 

・産業技術デザイン専攻という名は変えるべき。他大学の先生曰く、芸術系に進学したと思った。 

・少人数だったので、講義のペースなどは良かったが、ただ説明するだけというのが残念だった。 

・パソコンを使用する際の講義室の環境が整っていない。 



３．教室設備、研究機器、授業環境などについて、お気づきの点があれば具体的に（号館、教室、座席等）に書いて下さい。 

 

・入手しがたいことがあるので、講義に必要な教科書を学内販売して欲しい。 

・時間割にある教室で他の授業が行われていることがあり、情報の共有がなされていない。 

・測定機器が絶対的に不足している。 

・大学院講義室のホワイトボード用のペンのインク切れが多かった。 

・研究室に泊まらざるを得ない事態が多々あると思うので８号館にシャワールームを設置して欲しい。 

・履修登録にK'sLifeを利用できるようにし、また前・後期に登録できるようにして欲しい。 

・院生全員にカードキーを配布して自由に出入りできるようにして欲しい。 

・集中できないことがあるので、講義開始前にエアコンを稼働して欲しい。 

・換気を行った際、黒い粉塵が実験器具にかかるので、関連設備の清掃をして欲しい。 

・研究室のエアコンを調整できるように、また２４時間使用できるようにして欲しい。 

 



芸術研究科 

１．大学院の授業科目及び研究指導科目（演習、特別研究、特殊研究等）で興味深かった点、役に立った点、進路選択との関連性について書いて下さい。 

 

・デザイン総合研究Ⅰ。自分で考えることを基本とし、必要に応じて先生の指導が受けられるため、考える力につながった。 

・デザイン特殊演習視覚B。実習を通して、伝えたいことをデザインするにはどうしたらよいかということを考える重要性を意識するようになった。 

・デザインビジネス特論。作品を作るだけでなくビジネスという観点をもつことを意識するきっかけとなった。 

・現代美術特論が特に興味深かった。アジアのアートを中心に、作者の意図を考える事で自分の作品のテーマ、表現の仕方について大きく考えが変わった。ディ

スカッション形式も他の生徒の意見をたくさん取り入れる事ができ、学部の頃より授業に対してまじめに取り組めたと思います。全体の授業科目が学部の頃よ

り専門分野について深い内容で、とても面白く興味を持って取り組める内容になっていると思いました。 

・博士論文作成にあたっては、先生の助言は常に適切で、私の論文制作も順調に進んでおります。 

・造形心理学特論。視覚の世界の奥深さをとても感じた。制作の参考になる内容も多かった。美術史特論。実際に絵が描かれた場所に行くこと、また復元すると

いうことを並行することで、実感がもてた。 

・授業では、さまざまな分野のお話を聞かせて頂き、作品を作成するという事だけでなく、人生の勉強になりました。 

２．大学院の授業科目及び研究指導科目の改善すべき点、問題点を科目名と共に書いて下さい。また、効果が薄いと思われるので、改善して欲しい取り組みなど

について、建設的な意見を書いて下さい。 

 

・デザイン特殊演習視覚Ｂ。実習内容はとても興味深く、先生による本格的なアドバイスをきくことができたことはよかった。しかし、課題をどのように進めた

らよいのかが初めの頃は分からなくてとまどった。前期後半の授業スタイルを初期の段階から行った方が、取り組みやすかったと今ふりかえると思う。 

・１７６０１教室が、現在各課題制作に原則として１７：００までしか使用できないため、大学院生はもっと遅くまで利用できるようにしていただきたいです。 

・デザイン特殊演習の非常勤の先生は、休講、補講をあまり使わないでほしい。学生も忙しく、スケジュール調整が大変です。 

・大学と非常勤講師との連携が悪い。そのため初回と２回目の講義が休講となり、初回は休講通知すらないという事例があった。 

・集中講義の充実。 

・現在のままで充分です。 

・実技の授業を増やしてほしいです。（織り、漆など） 

・課題に時間がかかり、他のワークを圧迫する。 

・先生が話しているだけではなくて、学生がお互いに発表等の交流をしたほうがいいと思う。 



３．教室設備、研究機器、授業環境などについて、お気づきの点があれば具体的に（号館、教室、座席等）に書いて下さい。 

 

・非常勤の先生の授業の課題は、１週間後にしか相談ができないため、行き詰ってしまったときに他の先生に相談してもよいのか分からず、困ったことが何回か

ありました。 

・日本画の膠がくさる為、アトリエに冷蔵庫を設置してほしい。予算があれば、アトリエの鍵を人数分作ってほしい。 

・大型作品を制作できる大学院専用の教室が欲しい。 

・学部にはあった、Ｋ’ｓＬｉｆｅの、授業履修登録が無いとかなり不便。後期に履修登録変更ができるようにしてほしい。 

・深夜まで作業するので、エアコンの時間を延長してほしい。 

・換気装置が十分に調えられていないため、油の臭いが他のアトリエから自分の教室に入って、頭が痛い。 

・プリンターの台数を増やしてほしい。 

・設備については、特に問題はありません。 

・今までで良いと思います。 

・自由にディスカッションできる場があればいいと思った。 

 



国際文化研究科 

１．大学院の授業科目及び研究指導科目（演習、特別研究、特殊研究等）で興味深かった点、役に立った点、進路選択との関連性について書いて下さい。 

 

・現場の先輩や研究生、後輩とともに、学校臨床の実例について意見交換でき、参考になった[臨床心理学特別演習]。博士論文執筆の研究方針や学会発表に向け

て有意義だった[臨床心理学特別研究]。 

・加害者の家庭環境や生物学的知見を得ることで、加害者・被害者双方に配慮した中立的・客観的な見方ができるようになれた気がする。／性犯罪被害に関わる

こともあり、実務に活かせる授業だった 

[犯罪心理学特論]。 

・自分が興味のある分野の論文を共有して討論することでいっそう理解が深まった[臨床心理学特論]。 

・修士論文で扱うアサーションの知識が得られ、よい体験となった。／家族療法的な見立てや投映法の解釈や注目点を応用した読みが、研究会等でもできるよう

になり、有益だった[家族心理学特論]。 

・絵を描き[アートセラピー特論]、箱庭を作り[臨床心理査定演習]、カウンセリングを実体験する[臨床心理面接特論]体験型の授業は、座学より頭に入りやすく、

自分の関心の幅も広がったように感じる。 

・推薦図書の紹介や、研究面での相談にも応じていただいた[発達心理臨床学特論]。 

・現場での体験談を交えての講義で、理論だけでなく心構えを教えていただいた[心理療法特論]。 

・修士論文で必要となる統計を授業で使用して分析できたので、非常に勉強になった[教育心理学特論]。 

・グループへの関わり方を学ぶことができ、役立ちました[グループアプローチ特論]。 

・小説を多読し、読解力や日本語力を身につけるとともに、積極的に意見発表してコミュニケーション能力も向上した。こうした力は将来の生活や仕事の面でも

重要だと思う[科目名不詳]。 

 

２．大学院の授業科目及び研究指導科目の改善すべき点、問題点を科目名と共に書いて下さい。また、効果が薄いと思われるので、改善して欲しい取り組みなど

について、建設的な意見を書いて下さい。 

 

・受講者が少人数の場合には、授業内容や方法を受講者と相談して決めていただければ、授業の動機づけや雰囲気が高まる[科目名不詳]。 

・授業終了時刻をきちんと守ってほしい[科目名不詳]。 

・聞き取りづらいときがあるので、もう少しゆっくりと、また、長く続く話には休みの間
ま

をおいてほしい。板書がもう少し多いと助かります[心理学研究法・学

校心理学]。 



３．教室設備、研究機器、授業環境などについて、お気づきの点があれば具体的に（号館、教室、座席等）に書いて下さい。 

 

・臨床心理センターでは、守秘のために、空調期間外の暑い日でも窓を閉め切って授業や研究会を実施することが多く、体調を崩して倒れる受講生も出た。（臨

機応変の空調稼働を望む同趣旨意見は、他に1件あり。）また、設備機器管理の権限が事務職員サイドにあるため、機器使用の打診や相談がしづらい状況にあ

るので、改善をお願いしたい。 

・６F院生自習室のコピー用紙の補充方法を掲示してほしい。 

・６F院生自習室のPCは2台新設されたが、旧型機3台の動作が緩慢で使用に耐えない。（他にも、故障が多い、電源が突然切れるので不安である等の、同趣

旨意見４件あり。） 

・大学院講義室１のテレビが故障しており、不便である。 

・５F印刷室を、定期試験期間中でも入室可能にしてほしい。 

・ホワイトボードの高さが調整できるようにしてほしい。 

・付属図書館の24時間開館。 

・閉鎖的な個人研究室ではなく、ゼミ室等の安心できる開放的な環境で授業を行ってほしい。 

・６F院生自習室の蔵書（心理学関係が充実）の貸し出しもできるようにしてほしい。 

 

 



情報科学研究科 

１．大学院の授業科目及び研究指導科目（演習、特別研究、特殊研究等）で興味深かった点、役に立った点、進路選択との関連性について書いて下さい。 

 

・並列プログラミング言語特論でビッグデータＥＸＰＯに参加できて良かった。中々個人で時間をとって参加することは難しいから。(1) 

・受講している学生の研究、就活などの状況を考慮して、学生の課題を決定して下さる点が非常に助かりました。受講している学生の興味のある点について、

その都度詳しく説明して下さった点。授業中のふとした疑問が出たときに、学生と先生と、ディスカッションして、お互いの意見交換ができた点。 

・情報科学特別演習Ⅱ。研究について指導し、最新の情報や技術を紹介しました。よく理解した上で研究は深くいって、とてもいい授業です。個別で相談が

できたので、細かい所もよく話しました。よかったです。 

・情報ネットワーク特論。データベースと情報管理特論。情報セキュリティ特論。並列プログラミング言語特論。 

・情報ネットワーク特論で、Ｒｕｂｙプログラムを勉強したことでプログラミング技術の向上に役立ちました。 

・研究指導科目。最近、就職活動などの場において、論理的に説明する力の重要性を実感している。科目の内容を振り返ると、研究の内容や調査の内容を説

明する際にこの力が養われていると思う。こういう機会を研究以外の場でも増やしていくことが必要であると思う。 

２．大学院の授業科目及び研究指導科目の改善すべき点、問題点を科目名と共に書いて下さい。また、効果が薄いと思われるので、改善して欲しい取り組み

などについて、建設的な意見を書いて下さい。 

 

・1の(1)について：上記の件で、授業でこういったイベントに参加できるようにどんどんしていったら良いと思う。また、交通費も出していただけたら、尚

良いと思う。 

３．教室設備、研究機器、授業環境などについて、お気づきの点があれば具体的に（号館、教室、座席等）に書いて下さい。 

 

・１２４２０教室のプロジェクタが見づらい。外部入力の選択肢が少ない。（※） 

・プロジェクタの映りが悪くなる時が多々あったので、プロジェクタの変更、または大型ディスプレイの導入を検討して頂きたい。 

 

 

 

(※)12420教室と記載されているが，12415教室に関する意見であると考えられる。 
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